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結合 した Ising結合系の族が注目されている｡それ ら
のモデルの持つ最大の特徴の一つは､膨大な数の準安
定状態 とそれらのもたらす相空間中の複雑な多重谷構
造である｡ これ らの多重谷構造すなわち ｢でこぼこの













は谷の ｢深 さ｣であり､エネルギーを通 じて統計力学的
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図 1: オーバーラップ空間での basinsofattraction(
残留オーバーラップの分布)のシステムサイズ依存性
























































間でのスピン配列は必ず しも同 じではない)｡図 2に
N- ooに外挿 して得 られた浅留オーバ- ラ･yプの初
期オーバーラップおよびα依存性を同時に描いた ものを
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図 5･N - - でのm,のα依存性 (m(0)-0･5,1.0)｡
読-0.14はKinzelの結果と一致するo
デルがHopAeldモデルの特殊な場合に相当 し､塩界容
量(αC)を越えたαの領域ではHopfieldモデルはスピン
グラス的な谷構造を持つが､定立的には(8)式 に従って
SKモデルに近付 くということを示 している｡
今回はマクロなオーダーパラメーターであるオーJ<-
ラップの空間中での谷構造について報告 したが､実ス
ピン配置空間中での多重谷構造についてもスピングラ
スのレプリカ対称性の破れを考慮 した解析でいくつか
の情報を得ることが可能であると考えている｡特に筆
者が注目するT-0の決定論的ダイナ ミクスの極限で
はAmitらのレプリカ対称解は不安定であるのでParisi
のレプ リカ非対称解を考慮 しなければならないが､実
際に谷の重み分布をαをパラメータとして表すことが可
能であると予想 している【101｡
本稿をまとめるにあたり､金子邦彦氏､金子研の大
学院生の諸氏､及び筑波大学の根本事児氏との議論が
大変参考になりました｡感謝致 します｡
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